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(54)【発明の名称】 光源装置およびそれを用いた液晶ディスプレイ

(57)【要約】
【課題】  発光効率が高い光源装置およびそれを用いた
液晶表示装置を提供する。
【解決手段】  少なくとも１つの発光管２０と、発光管
２０の内部に封入された放電媒体と、前記放電媒体を励
起するための第１および第２の電極２１および２２とを
備える。そして、第１の電極２１が発光管２０の内部ま
たは外部に形成されており、第２の電極２２が、第１の
電極２１からの距離が異なり且つ不連続な複数の接触部
において発光管２０の外面に接触している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  少なくとも１つの発光管と、
前記発光管の内部に封入された放電媒体と、
前記放電媒体を励起するための第１および第２の電極と
を備え、
前記第１の電極が前記発光管の内部または外部に配置さ
れており、
前記第２の電極が、前記第１の電極からの距離が異なり
且つ不連続な複数の接触部において前記発光管の外面に
接触している光源装置。
【請求項２】  複数の前記接触部が、前記発光管の管軸
の方向に沿って配置されている請求項１に記載の光源装
置。
【請求項３】  前記第１の電極が前記発光管の端部に形
成されており、
前記第１の電極から離れるほど、前記発光管の管軸方向
に隣接する前記接触部の間隔が狭くなる請求項２に記載
の光源装置。
【請求項４】  前記第１の電極の表面が誘電体によって
被覆されている請求項１に記載の光源装置。
【請求項５】  前記発光管の内面に形成された蛍光体層
をさらに含む請求項１に記載の光源装置。
【請求項６】  前記発光管は、ガラス管と、前記ガラス
管の外面に形成された誘電体層とを含む請求項１に記載
の光源装置。
【請求項７】  前記第２の電極は、誘電体を介して前記
発光管と接触している請求項１に記載の光源装置。
【請求項８】  前記放電媒体がキセノンガスを含む請求
項１ないし７のいずれかに記載の光源装置。
【請求項９】  前記放電媒体が水銀をさらに含む請求項
８に記載の光源装置。
【請求項１０】  前記放電媒体が水銀を含まない請求項
１ないし７のいずれかに記載の光源装置。
【請求項１１】  支持板をさらに備え、前記発光管が前
記支持板の側面に配置されている請求項１ないし１０の
いずれかに記載の光源装置。
【請求項１２】  前記支持板は、前記発光管から発せら
れた光を取り込んで前記支持板の一主面から放射する請
求項１１に記載の光源装置。
【請求項１３】  支持板と、前記支持板に支持された複
数の前記発光管とを備え、
前記第２の電極は平行に配置された複数の線状電極を含
み、
前記発光管は前記線状電極と直交するように配置されて
いる請求項１ないし１０のいずれかに記載の光源装置。
【請求項１４】  前記発光管が、複数の第１の発光管と
複数の第２の発光管と複数の第３の発光管とを含み、
前記第１、第２および第３の発光管はこの順序で繰り返
して配置され、
前記第１、第２および第３の発光管は互いに異なる波長*
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*の光を発する請求項１ないし１０のいずれかに記載の光
源装置。
【請求項１５】  前記発光管の内面または周囲に配置さ
れた第３の電極をさらに備え、
前記第３の電極は、前記発光管の管軸と平行になるよう
に線状に形成されており、
前記第１の電極の電位Ｅ１と、前記第２の電極の電位Ｅ
２と、前記第３の電極の電位Ｅ３とは、｜Ｅ２｜≦｜Ｅ
３｜＜｜Ｅ１｜および０≦Ｅ１・Ｅ３の関係を満たす請
求項１ないし１０のいずれかに記載の光源装置。
【請求項１６】  前記第３の電極の両端が、複数の前記
接触部から選ばれる２つの接触部において前記第２の電
極に接続されている請求項１５に記載の光源装置。
【請求項１７】  光源装置と、前記光源装置から発せら
れる光が透過する液晶パネルとを備える液晶ディスプレ
イであって、
前記光源装置は、請求項１ないし１６のいずれかに記載
の光源装置であることを特徴とする液晶ディスプレイ。
【請求項１８】  前記光源装置は、前記発光管から発せ
られた光を取り込んで一主面から出射する導光板をさら
に備え、
前記導光板と対向するように前記液晶パネルが配置され
ている請求項１７に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項１９】  前記光源装置は、支持板と、前記支持
板に支持された複数の前記発光管とを備え、
前記第２の電極は平行に配置された複数の線状電極を含
み、
前記発光管は前記線状電極と直交するように配置されて
いる請求項１７または１８に記載の液晶ディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、放電媒体が封入さ
れた発光管とその放電媒体を励起するための電極とを備
える光源装置、およびそれを用いた液晶ディスプレイに
関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、液晶ディスプレイなどに用いられ
るバックライト（光源装置）において、水銀を用いたバ
ックライトの研究に加え、水銀を用いないバックライト
（以下、水銀レスバックライトという場合がある）の研
究がさかんに行われている。水銀レスバックライトは、
水銀を使用しないことから、水銀温度の上昇に伴う発光
効率の低下を招くことがないので光束の立ち上がりが早
い。また、水銀レスバックライトは環境上好ましい。
【０００３】水銀を用いない光源装置としては、希ガス
が封入されたバルブと、そのバルブの内部に配置された
内部電極と、バルブの外部に配置された外部電極とを有
する放電灯装置が開示されている（特許文献１参照）。
この外部電極は線状の電極であり、バルブの中心軸に平
行になるように、バルブの外面に形成されている。この
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希ガス放電灯装置は、内部電極と外部電極とに電圧を印
加することによって発光する。
【０００４】また、希ガスが封入された発光管と、発光
管の内部に形成された内部電極と、発光管の外周面に螺
旋状に形成された外部電極とを備える希ガス放電ランプ
が開示されている（特許文献２参照）。
【０００５】また、希ガスを主な放電媒体とする放電ラ
ンプとして、気密容器と、気密容器の内部に配置された
内部電極と、コイル状またはメッシュ状といった形状の
外部電極とを備える放電ランプが開示されている（特許
文献３参照）。この公報には、収縮チューブを用いて外
部電極を固定する方法が開示されている。
【０００６】また、特許文献４に開示された放電ランプ
は、希ガスが封入された発光管と、内部電極および外部
電極とを備える。内部電極は、発光管の中心軸に沿っ
て、発光管のほぼ全域に形成されている。外部電極は、
線状の電極であり、発光管の中心軸と平行になるよう
に、発光管の外面に形成されている。
【０００７】
【特許文献１】特開平５－２９０８５号公報
【０００８】
【特許文献２】特開平１０－１１２２９０号公報
【０００９】
【特許文献３】特開２００１－３２５９１９号公報
【００１０】
【特許文献４】米国特許第５６０４４１０号明細書
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】しかし、発光管のほぼ
全域に線状の外部電極を形成すると、放電が外部電極の
近傍に集中して放電が収縮してしまい、放電媒体を効率
よく励起できない場合があり、その結果、発光効率が低
下する場合がある。一方、発光管の外面に螺旋状の外部
電極を設ける場合でも、外部電極が発光管の外面に線状
に接触するため、放電が収縮しやすい。
【００１２】このような状況に鑑み、本発明は新規な光
源装置、およびそれを用いた液晶表示装置を提供するこ
とを目的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた
め、本発明の光源装置は、少なくとも１つの発光管と、
前記発光管の内部に封入された放電媒体と、前記放電媒
体を励起するための第１および第２の電極とを備え、前
記第１の電極が前記発光管の内部または外部に形成され
ており、前記第２の電極が、前記第１の電極からの距離
が異なり且つ不連続な複数の接触部において前記発光管
の外面に接触している。なお、この明細書において、
「第２の電極と発光管の外面との接触」とは、第２の電
極と発光管とが誘電体などを介して接触している場合を
含む。「接触」とは、２つの部材の間に空隙（air spac
e）が存在しないことを意味する。
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【００１４】上記光源装置では、複数の前記接触部が、
前記発光管の管軸の方向に沿って配置されていてもよ
い。
【００１５】上記光源装置では、前記第１の電極が前記
発光管の端部に形成されており、前記第１の電極から離
れるほど複数の前記接触部の面密度が高くなってもよ
い。
【００１６】上記光源装置では、前記第１の電極の表面
が誘電体によって被覆されていてもよい。
【００１７】上記光源装置では、前記発光管の内面に形
成された蛍光体層をさらに含んでもよい。
【００１８】上記光源装置では、前記発光管は、ガラス
管と、前記ガラス管の外面に形成された誘電体層とを含
んでもよい。
【００１９】上記光源装置では、前記第２の電極は、誘
電体を介して前記発光管と接触していてもよい。
【００２０】上記光源装置では、前記放電媒体がキセノ
ンガスを含んでもよく、放電媒体が水銀をさらに含んで
もよい。また、上記光源装置では、前記放電媒体が水銀
を含まないものでもよい。
【００２１】上記光源装置では、支持板をさらに備え、
前記発光管が前記支持板の側面に配置されていてもよ
い。
【００２２】上記光源装置では、前記支持板は、前記発
光管から発せられた光を取り込んで前記支持板の一主面
から放射してもよい。
【００２３】上記光源装置では、支持板と、前記支持板
に支持された複数の前記発光管とを備え、前記第２の電
極は平行に配置された複数の線状電極を含み、前記発光
管は前記線状電極と直交するように配置されていてもよ
い。
【００２４】上記光源装置では、前記発光管が、複数の
第１の発光管と複数の第２の発光管と複数の第３の発光
管とを含んでもよい。前記第１、第２および第３の発光
管はこの順序で繰り返して配置され、前記第１、第２お
よび第３の発光管は互いに異なる波長の光を発する。
【００２５】上記光源装置では、前記発光管の内面また
は周囲に配置された第３の電極をさらに備えてもよい。
この前記第３の電極は、前記発光管の管軸と平行になる
ように線状に形成されており、前記第１の電極の電位Ｅ
１と、前記第２の電極の電位Ｅ２と、前記第３の電極の
電位Ｅ３とは、｜Ｅ２｜≦｜Ｅ３｜＜｜Ｅ１｜および０
≦Ｅ１・Ｅ３の関係を満たす。
【００２６】上記光源装置では、前記第３の電極の両端
が、複数の前記接触部から選ばれる２つの接触部におい
て前記第２の電極に接続されていてもよい。
【００２７】また、本発明の液晶ディスプレイは、上記
本発明の光源装置と、前記光源装置から発せられる光が
透過する液晶パネルとを備える液晶ディスプレイであ
る。前記光源装置は、少なくとも１つの発光管と、前記
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発光管の内部に封入された放電媒体と、前記放電媒体を
励起するための第１および第２の電極とを備え、前記第
１の電極が前記発光管の内部または外部に形成されてお
り、前記第２の電極が、前記第１の電極からの距離が異
なり且つ不連続な複数の接触部において前記発光管の外
面に接触している。
【００２８】上記液晶ディスプレイの前記光源装置は、
前記発光管から発せられた光を取り込んで一主面から出
射する導光板をさらに備えてもよい。前記液晶パネル
は、前記導光板と対向するように配置される。
【００２９】また、上記液晶ディスプレイの前記光源装
置は、支持板と、前記支持板に支持された複数の前記発
光管とを備え、前記第２の電極は平行に配置された複数
の線状電極を含み、前記発光管は前記線状電極と直交す
るように配置されてもよい。
【００３０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て図面を参照しながら説明する。なお、以下の説明で
は、同様の部分には同一の参照番号を付して重複する説
明を省略する場合がある。
【００３１】（実施形態１）実施形態１では、本発明の
光源装置（放電灯装置）の一例について説明する。実施
形態１の光源装置１０の構成を図１（Ａ）に示す。図１
（Ａ）の線Ｉ－Ｉにおける断面図を図１（Ｂ）に示す。
光源装置１０は、発光管（放電管）２０と、発光管２０
の内部に配置された第１の電極２１と、発光管２０の外
部に配置された第２の電極２２とを備える。第１の電極
２１にはリード２４が接続されている。
【００３２】発光管２０は、透光性の材料で形成され、
たとえばホウケイ酸ガラスで形成される。また、発光管
２０は、石英ガラス、ソーダガラスまたは鉛ガラスで形
成してもよい。なお、発光管２０は、その外部表面に配
置された誘電体層（たとえば樹脂層）を含んでもよい。
そのような発光管２０の一例を図１（Ｃ）に示す。発光
管２０は、管２０ａと、管２０ａの外面に形成された誘
電体層２０ｂとを含む。管２０ａは、たとえばホウケイ
酸ガラスからなる。誘電体層２０には、たとえばポリエ
ステル系樹脂からなる多層膜や、酸化チタンや酸化ケイ
素からなる薄膜を用いることができる。発光管２０に用
いられるガラス管の外径は、通常、１．２ｍｍ～１５ｍ
ｍ程度である。また、ガラス管の外面と内面との距離、
すなわちガラス管の厚さは、通常、０．２ｍｍ～１．０
ｍｍ程度である。ガラス管の表面に誘電体層を形成する
場合、その厚さは、通常、０．５μｍ～１００μｍ程度
である。なお、発光管２０は、直線状の形状に限らず、
他の形状であってもよい。たとえば、Ｌ字状、Ｕ字状ま
たは矩形状であってもよい。
【００３３】発光管２０は封止されており、その内部に
は、放電媒体（図示せず）が封入されている（以下の実
施形態においても同様である）。光源装置１０で用いら
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れる放電媒体としては、希ガスを用いることができる。
希ガスとしては、クリプトンガス、アルゴンガス、ヘリ
ウムガスおよびキセノンガスから選ばれる少なくとも１
つのガスを用いることができる。この放電媒体は、希ガ
スに加えてさらに水銀を含んでもよい。ただし、放電媒
体が水銀を含まない場合、周囲温度の変化に伴う水銀蒸
気圧の変化によって発光効率が変化することを防止でき
る。また、キセノンガスから放出される紫外線の波長
は、水銀から放出される紫外線の波長と近接している。
このため、希ガスとしてキセノンガスを用いることによ
って、水銀を用いた蛍光ランプと同じ蛍光体を利用でき
るという利点がある。なお、上述した放電媒体は、以下
の実施形態の放電媒体として適用できる。
【００３４】図１（Ｂ）に示すように、発光管２０の内
面には、蛍光体層２３が形成されている。蛍光体層２３
は、放電媒体から発せられた光の波長を変換するために
形成される。蛍光体層２３の材料を変化させることによ
って、さまざまな波長の光が得られる。たとえば、白色
光や、赤、緑および青（ＲＧＢ）の光が得られる。蛍光
体層２３は、放電灯に一般的に用いられる材料で形成で
きる。
【００３５】第１の電極２１は、発光管２０の一端の内
部に形成されている。第１の電極２１は、たとえばタン
グステンやニッケルなどの金属で形成できる。第１の電
極２１の表面は、酸化セシウム、酸化マグネシウムまた
は酸化バリウムといった金属酸化物層で覆われていても
よい。このような金属酸化物層を用いることによって、
点灯開始電圧を低減でき、イオン衝撃による電極の劣化
を防止できる。また、第１の電極２１の表面は、誘電体
層（たとえばガラス層）で覆われていてもよい。図１
（Ｄ）に、金属電極２１ａと、それを覆うように形成さ
れた誘電体層２１ｂとを備える第１の電極２１の断面図
を示す。このような誘電体層を用いることによって、放
電時の電流を抑制できる。その結果、放電時に継続的に
電流が流れることを抑制でき、放電を安定化することが
できる。また、第１の電極２１は、実施形態２で説明す
るように、発光管２０の外部に形成されていてもよい。
【００３６】第２の電極２２は、発光管２０の外部に形
成されている。第２の電極２２は、導電性の材料で形成
できる。たとえば、第２の電極２２は、銅やアルミニウ
ムやリン青銅といった金属で形成してもよいし、金属粉
末（たとえば銀粉末）と樹脂とを含む金属ペーストで形
成してもよい。以下で説明する第２および第３の電極も
同様の材料で形成できる。第２の電極２２は、第１の電
極２１からの距離が異なり且つ不連続な複数の部分（接
触部）で発光管２０の外面と接触している。
【００３７】図１（Ａ）の線II－IIにおける断面図を図
２（Ａ）に示す。第２の電極２２は、複数の接触部２２
Ｐにおいて発光管２０と接触している。複数の接触部２
２Ｐは、第１の電極２１からの距離が異なり且つ互いに



(5) 特開２００３－１７８７１７

10

20

30

40

50

7
離れている。複数の接触部２２Ｐは、発光管２０の管軸
方向ＡＸに沿って並んでいる。なお、図２（Ｂ）に示す
ように、複数の接触部２２Ｐは、発光管２０の管軸方向
ＡＸに沿って並んでいる複数のグループを構成してもよ
い。それぞれのグループに含まれる接触部２２Ｐは、発
光管２０の管軸方向ＡＸに沿って並んでいる。なお、接
触部２２Ｐは、管軸方向ＡＸに沿って並んでいなくても
よい。また、接触部２２Ｐの形状は、正方形に限られな
い。たとえば、接触部２２Ｐの形状は、長方形や線状で
あってもよい。また、図２（Ｂ）に示すように、第１の
電極２１からの距離が異なる接触部を含む限り、第１の
電極２１からの距離が等しい接触部を含んでもよい。１
つの接触部２２Ｐの管軸方向の長さは、発光管２０の管
軸方向の長さの、たとえば０．１％～５％の範囲であ
り、たとえば０．５％～３％の範囲である。管軸方向に
隣接する２つの接触部２２Ｐの間隔は、発光管２０の厚
さよりも大きく、且つ、発光管２０の最大内径の１０倍
以下とすることが好ましい。上記間隔を発光管２０の厚
さよりも大きくすることによって、放電が第２の電極２
２に沿って線状に収縮することを防止できる。また、上
記間隔を発光管２０の最大内径の１０倍以下とすること
によって、放電が不均一となることを防止できる。ま
た、第２の電極２２によって光が遮蔽されることを抑制
するため、発光管２０の周方向における接触部２２ｐの
長さは、発光管２０の円周の半分以下とすることが好ま
しい。
【００３８】光源装置１０の一例について説明する。発
光管２０は、たとえば外径が２．６ｍｍ、内径が２．０
ｍｍ、長さが２５０ｍｍである。発光管の内部には、蛍
光体層として、一般の蛍光ランプに用いられる３波長発
光形の希土類蛍光体が塗布されている。接触部２２Ｐの
管軸方向の長さは、３ｍｍであり、管軸方向におけるそ
の間隔は１ｍｍである。発光管の内部には、圧力が約２
１ｋＰａとなるようにキセノンガスとアルゴンガスとの
混合ガスが封入される。
【００３９】光源装置１０では、第１の電極２１と第２
の電極２２との間に電圧を印加することによって放電が
生じ、放電媒体が励起される。励起された放電媒体は、
基底状態に移行する際に紫外線を発する。この紫外線
は、蛍光体層２３で可視光に変換され、発光管２０から
放射される。
【００４０】以下に、第１の電極２１と第２の電極２２
との間に印加する電圧の一例について説明する。第１の
電極２１と第２の電極２２との間に印加する電圧は、正
弦波でも矩形波でもよく、極性が変化してもしなくても
よい。発光管２０の内部に水銀が含まれない場合、すな
わち放電媒体が希ガスのみである場合には、第２の電極
２２をグランドに接続し、第１の電極２１に対して電圧
の極性が変化しない矩形波電圧を印加することが好まし
い。そのような印加電圧の一例を図３（Ａ）に示す。図
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３（Ａ）に示す例では、第１の電極２１に対する印加電
圧は、０ボルトと正の電圧Ｖ１との間で変調されてい
る。電圧Ｖ１を印加する時間Ｔ１と矩形波の周期Ｔ２と
の比（Ｔ１／Ｔ２）の値は、０．１５～０．５程度であ
ることが好ましい。また、矩形波の周波数は、たとえば
１０ｋＨｚ～６０ｋＨｚの範囲である。図３（Ａ）に示
す電圧を印加した場合に２つの電極間を流れる電流を図
３（Ｂ）に示す。第１の電極２１と第２の電極２２との
間には、印加電圧の微分波形に対応する電流が流れる。
【００４１】図３（Ａ）に示すような電圧を印加するた
めの点灯回路１３の一例の構成を図４に示す。第１の電
極２１と第２の電極２２との間には、点灯回路１３が接
続されている。第２の電極２２は、通常、グランドに接
続される。点灯回路１３は、交流電源１３ａと、整流回
路１３ｂと、平滑回路１３ｃと、昇圧回路１３ｄと、ス
イッチング回路１３ｅとを備える。これらの回路には、
一般的な回路を用いることができる。交流電源１３ａで
生成された交流電圧は、整流回路１３ｂによって直流の
正電圧へ変換される。そして、整流された電圧は、平滑
回路１３ｃで平滑化され、昇圧回路１３ｄで昇圧され
る。昇圧された電圧は、スイッチング回路１３ｅによっ
て、所定の時間Ｔ１だけ印加される。このようにして、
矩形波電圧が印加される。
【００４２】光源装置１０では、第２の電極２２が不連
続に発光管２０と接触しているため、放電が第２の電極
２２側に収縮することを防止できる。そのため、光源装
置１０では、封入ガス圧を高くしたり、入力する電力を
高くした場合でも、均一な放電が得られやすい。その結
果、光源装置１０では、放電効率を高めることができ、
同じ電力を入力した従来の光源装置と比較して、５～２
０％の輝度向上を達成できる場合がある。また、光源装
置１０では、第２の電極２２が発光管２０に接触するよ
うに第２の電極２２を容易に固定できるため、低コスト
で容易に製造できる。
【００４３】なお、本発明の光源装置は、発光管２０の
中心軸に平行に配置された線状の第３の電極をさらに備
えてもよい（以下の実施形態の光源装置についても同様
である）。そのような光源装置の一例を図５（Ａ）に示
す。また、図５（Ａ）の線Ｖ－Ｖにおける断面図を図５
（Ｂ）に示す。図５（Ａ）の光源装置１０ａは、発光管
２０と、第１の電極２１と、第２の電極５２と、第３の
電極５３とを備える。第１の電極２１と第２の電極５２
には、点灯回路１３が接続されている。
【００４４】光源装置１０ａの第２の電極５２は、複数
の円筒状の電極５２ａを含む。電極５２ａは発光管２０
の周囲に配置されている。電極５２ａは、たとえば金属
や金属ペースト（たとえば銀ペースト）で形成できる。
【００４５】第３の電極５３は、線状であり、発光管２
０の中心軸に平行になるように、発光管２０の外面上に
形成されている。第３の電極５３は、不連続に形成され
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る。第３の電極５３は、たとえば金属や金属ペーストで
形成できる。図５（Ａ）および（Ｂ）に示した一例で
は、第３の電極５３は、隣接する２つの電極５２ａと接
続されている。しかし、第２の電極５２と第３電極５３
とは接続されていなくてもよい。第３の電極５３の電位
は、第２の電極５２と同じ電位か、第１の電極２１の電
位と第２の電極５２の電位との間の電位であればよい。
すなわち、第１の電極の電位Ｅ１と、第２の電極の電位
Ｅ２と、第３の電極Ｅ３とは、｜Ｅ２｜≦｜Ｅ３｜＜｜
Ｅ１｜および０≦Ｅ１・Ｅ３の関係を満たす。
【００４６】第３の電極５３の幅は細い方が好ましい。
第３の電極５３の幅を、発光管２０の厚さよりも小さく
することによって、放電に対する悪影響を抑えることが
できる。第３の電極５３によって、放電を安定化させる
ことが容易になる。なお、第３の電極５３は、発光管２
０の内面に形成されてもよい。その場合、蛍光体層２３
は、第３の電極５３を覆うように形成される。この場
合、第３の電極５３は、酸化スズを主成分とする透明導
電材料や、酸化インジウムを主成分とする透明導電材料
をで形成することが好ましい。
【００４７】（実施形態２）実施形態２では、本発明の
光源装置の他の一例について説明する。実施形態２の光
源装置６０の構成を図６に模式的に示す。また、図６の
線VIIA－VIIAにおける断面図を図７（Ａ）に示し、図６
の線VIIB－VIIBにおける断面図を図７（Ｂ）に示す。な
お、図６では、拡散板の図示を省略している。また、図
７（Ａ）および７（Ｂ）では、蛍光体層の図示を省略し
ている。また、図６、７（Ａ）および７（Ｂ）では、右
端の発光管の図示を省略している。
【００４８】光源装置６０は、支持板６１、拡散板６
２、発光管２０、発光管２０の内部に配置された第１の
電極２１、および発光管２０の外部に配置された第２の
電極７２を備える。第２の電極７２はグランドに接続
（接地）されている。第１の電極２１と第２の電極７２
との間には、点灯回路１３によって電圧が印加されてい
る。点灯回路１３には、インバータ回路などを含む一般
的な回路を用いることができる。
【００４９】支持板６１には、発光管２０が配置される
断面Ｖ字状の溝６１ａが形成されている。発光管２０
は、支持部材６３で支持板６１に固定されている。支持
板６１は、樹脂や金属（たとえばアルミニウム）などで
形成できる。支持板６１の表面は、光の反射効率および
拡散効率を向上させるための処理がなされていることが
好ましい。たとえば、表面に酸化チタンの粉末を塗布し
たり、反射シートを貼り付けたりしてもよい。また、第
２の電極７２との絶縁性を確保できる限り、支持板６１
の表面に金属膜を形成してもよい。また、表面をサンド
ブラスト処理してもよい。なお、支持板６１の裏面側か
ら光を出射させる場合には、透明な樹脂やガラスで支持
板６１を形成する。なお、支持板６１の形状は、限定が
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なく、用途に応じて決定される。支持板６１の形状の他
の例を図８（Ａ）および（Ｂ）に示す。図８（Ｂ）の例
では、支持部材６３が導電性の材料からなり、第２の電
極の一部として機能する。
【００５０】拡散板６２は、発光管２０を挟んで支持板
６１に対向するように配置されている。拡散板６２は、
発光管２０から発せられた光を均一に拡散させるために
配置される。拡散板６２は、ガラスや透光性の樹脂で形
成される。
【００５１】支持板６１上には、複数の発光管２０が平
行に配置されている。発光管２０の数は限定がなく、１
つであってもよい。それぞれの発光管２０の一端の内部
には、第１の電極２１が配置されている。発光管２０
は、支持部材６３から容易に取り外しが可能である。
【００５２】第２の電極７２は、支持板６１上に形成さ
れた複数の線状電極７２ａを備える。複数の線状電極７
２ａは、連結され、点灯回路１３に接続されている。図
６に示すように、第２の電極７２は、グランドに接続さ
れていることが好ましい。第２の電極７２をグランドに
接続することによって、発光管２０を安全に交換でき
る。複数の線状電極７２ａは、ストライプ状に配置され
ている。各線状電極７２ａは、発光管２０の中心軸と直
交するように形成されている。線状電極７２ａは、たと
えば、金属ペースト（たとえば銀ペースト）や金属膜で
形成できる。また、線状電極７２ａは、導電性の樹脂で
形成してもよい。この場合、樹脂からなる支持板６１と
樹脂からなる線状電極７２ａとを一体に成形できる。
【００５３】線状電極７２ａの間隔を一定にすると、第
１の電極２１から離れるほど輝度が低下する場合があ
る。そのため、図６に示すように、第１の電極２１から
離れるほど、隣接する線状電極７２ａ間の間隔を狭くし
てもよい。この場合、第１の電極２１から離れるほど、
線状電極７２ａの幅を太くしてもよい。このような構成
によって、均一な発光が得られやすくなる。
【００５４】図７（Ａ）に示すように、線状電極７２ａ
は、溝６１ａの部分で発光管２０と接触する。すなわ
ち、第２の電極７２は、第１の電極２１からの距離が異
なる複数の接触部で発光管２０の外面と接触する。この
接触部は、図２（Ｂ）の接触部２２Ｐと同様に、発光管
２０の中心軸に平行に配置された２つのグループを形成
する。これらの接触部は、互いに離れており、連続して
いない。
【００５５】光源装置６０では、第１の電極２１と第２
の電極７２との間に電圧を印加することによって放電が
生じ、放電媒体が励起される。励起された放電媒体は、
基底状態に移行する際に紫外線を発する。この紫外線
は、蛍光体層２３で可視光に変換され、発光管２０から
放射される。放射された可視光は、拡散板６２によって
より均一な光となる。このようにして、光源装置６０
は、面光源として機能する。
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【００５６】以上、実施形態２の光源装置について説明
したが、本発明の光源装置は図示した形態に限定されな
い。支持部材６３の他の形態を図９（Ａ）および９
（Ｂ）に示す。図９（Ａ）の例では、支持部材６３ａが
金属からなり、第２の電極７２に接続されている。その
ため、支持部材６３ａが第２の電極７２の一部として機
能する。図９（Ｂ）の例では、支持板６１に着脱可能な
支持部材６３ｂを用いている。支持部材６３および６３
ｂは、樹脂などの絶縁性の材料で形成されることが好ま
しい。なお、支持部材６３の代わりに、接着剤や粘着テ
ープで発光管を固定してもよい。
【００５７】また、第１の電極２１は、発光管２０の両
端に配置してもよい。そのような光源装置の一例を図１
０に示す。図１０の光源装置１００は、発光管２０の両
端に第１の電極２１が配置されている。第１の電極２１
からの距離が離れるほど、線状電極７２ａの間隔が狭く
なっている。なお、発光管２０の中央部で、発光管２０
の内径が小さくなるか、または閉じられていてもよい。
【００５８】また、第１の電極２１は、発光管２０の外
部に形成されてもよい。第１の電極２１の他の形態であ
る第１の電極１１１を図１１（Ａ）に示す。また、図１
１（Ａ）の線XI－XIにおける断面図を図１１（Ｂ）に示
す。第１の電極１１１は、円筒状であり、発光管２０の
一端の外周部に配置されている。
【００５９】第１の電極１１１と配線とは、さまざまな
方法で接続できる。図１２（Ａ）～（Ｄ）に、４つの接
続方法を示す。図１２（Ａ）～（Ｄ）において、第１の
電極１１１と配線１２１とは、電極端子１２２（および
導電性部材１２３）を介して接続されている。電極端子
１２２の周囲には絶縁層１２４が形成されている。図１
２（Ｄ）の接続方法では、バネを用いて発光管２０の着
脱を容易にしている。
【００６０】また、第１の電極２１は、第２の電極７２
と同様に支持板上に形成してもよい。そのような光源装
置の一例を図１３に示す。図１３の光源装置１３０で
は、線状の第１の電極１３１が、発光管２０と直交する
ように支持板６１上に形成されている。このような第１
の電極１３１は、第２の電極７２と同様に、金属ペース
トなどの導電性材料で形成できる。
【００６１】実施形態２の光源装置は、発光管２０の中
心軸に平行に配置された第３の電極をさらに備えてもよ
い。そのような光源装置の一例を図１４に示す。図１４
の光源装置１４０は、光源装置６０と比較して、複数の
第３の電極１４３を備える点のみが異なるため重複する
説明は省略する。
【００６２】第３の電極１４３は、隣接する線状電極７
２ａを接続するように形成されている。複数の第３の電
極１４３は、不連続、すなわち離散的に配置される。第
３の電極１４３は、線状電極７２ａと同様の材料で形成
できる。
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【００６３】実施形態２の光源装置によれば、実施形態
１で説明した光源装置と同様の効果が得られる。実施形
態２の光源装置は、面光源として用いることができ、た
とえば液晶ディスプレイのバックライトとして用いるこ
とができる。その場合、拡散板６２の上方に液晶パネル
が配置される。
【００６４】（実施形態３）実施形態３では、本発明の
他の光源装置について説明する。実施形態３の光源装置
は、フィールドシーケンシャル形の表示装置に適用でき
る。実施形態３の光源装置１５０の構成を図１５に模式
的に示す。
【００６５】光源装置１５０では、３種類の発光管１５
１ａ、１５１ｂおよび１５１ｃからなる発光管群１５１
が複数配置されている。発光管１５１ａ、１５１ｂおよ
び１５１ｃは、順番に繰り返し配置されている。発光管
１５１ａ、１５１ｂおよび１５１ｃは、それぞれ、異な
る波長の光を発する。すなわち、各発光管は、発光する
光に応じた蛍光体層を備える。これらの蛍光体層は、公
知の蛍光体で形成できる。具体的には、発光管１５１
ａ、１５１ｂおよび１５１ｃは、それぞれ、赤色、緑色
および青色の光を発するものであってもよい。また、発
光管１５１ａ、１５１ｂおよび１５１ｃは、それぞれ、
シアン、マゼンタおよび黄色の光を発光するものであっ
てもよい。これらの発光管１５１ａ、１５１ｂおよび１
５１ｃを同時に点灯させると白色光が得られる。
【００６６】フィールドシーケンシャル形の表示装置で
は、光源装置１５０の上方に液晶パネルが配置される。
液晶パネルの配置は、図１７に示す装置と同様である。
この液晶パネルには、モノクロの液晶表示装置に用いら
れる液晶パネルと同様のものを適用できる。画像の表示
を行う際には、発光管１５１ａ、１５１ｂおよび１５１
ｃを順番に高速で点滅させる。その結果、たとえば赤
色、緑色および青色の光が順番に発せられる。液晶パネ
ルの各画素では、液晶が駆動されて開放時間（光が透過
する時間）が制御される。たとえば、黄色の表示を行う
画素では、赤色発光に対する開放時間と、緑色発光に対
する開放時間とを等しくし、青色発光に対する開放時間
をゼロとすればよい。このような場合、残像によって赤
色発光と緑色発光とが合成され、人間には黄色と知覚さ
れる。このようなフィールドシーケンシャル形の表示装
置では、液晶パネルのカラーフィルタが不要であるた
め、各画素を小さくすることができ、高精細な画像表示
が可能となる。また、画素サイズを変えない場合には、
カラーフィルターによる光のロスを防止できるため、光
の利用率を高くできる。
【００６７】なお、本発明の光源装置は、液晶パネルと
発光管との間に配置された拡散板をさらに備えてもよい
（以下の実施形態においても同様である）。また、光源
装置１４０のように、第３の電極を含んでもよい。ま
た、発光管群１５１を導光板の側面に配置してもよい。
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【００６８】（実施形態４）実施形態４では、本発明の
光源装置について他の一例を説明する。実施形態４の光
源装置を図１６に示す。また、図１６の線XVII－XVIIに
おける断面図を図１７に示す。なお、図１７には液晶パ
ネル１７０も図示する。
【００６９】図１６の光源装置１６０は、導光板１６
１、発光管２０、第１の電極２１および第２の電極１６
２を備える。
【００７０】第２の電極１６２は、支持板１６３上に形
成されている。支持板１６３は、発光管２０を固定する
とともに、反射板として機能する。
【００７１】発光管２０は、導光板１６１の側面に配置
される。発光管２０から出射された光は、導光板１６１
によって、導光板１６１の表面１６１ａからほぼ均一に
出射される。導光板１６１は、たとえば透明な樹脂で形
成できる。導光板１６１の裏面１６１ｂには、出射され
る光を均一にするために、凹凸が形成されている。ま
た、裏面１６１ｂ上には、反射層１６４が形成されてい
る。反射層１６４は、たとえば酸化チタンや金属で形成
できる。また、導光板１６１の表面１６１ａには、使用
状況に応じて、拡散シートやレンズシートを配置しても
よい。光源装置１６０においても、第２の電極１６２
は、第１の電極２１からの距離が異なり且つ不連続な複
数の部分で発光管２０に接触している。
【００７２】光源装置１６０を液晶表示装置に用いる場
合には、図１７のように液晶パネル１７０が導光板１６
１上に配置される（以下の光源装置においても同様であ
る）。
【００７３】なお、第２の電極は、導光板と発光管との
間に形成されてもよい。そのような光源装置１８０の構
成を図１８に模式的に示す。また、線XIX－XIXにおける
断面図を図１９に示す。なお、図１９には、液晶パネル
１７０も図示する。
【００７４】光源装置１８０では、導光板１６１と発光
管２０との間に第２の電極１８２が配置されている。第
２の電極１８２は、金属ペーストや導電性樹脂で形成で
きる。Ｌ字形の発光管２０は、支持部材６３で支持され
ている。Ｌ字形の発光管２０の曲がり部分には、第３の
電極を形成することが好ましい。発光管２０の外側に
は、発光管２０から発せられた光を導光板１６１側に反
射する反射板１８３が配置されている。光源装置１８０
を液晶表示装置のバックライトとして用いる場合には、
図１９に示すように、導光板１６１上に液晶パネル１７
０が配置される。
【００７５】光源装置１８０の一例について説明する。
導光板は、アクリル樹脂で形成でき、そのサイズは、１
６０ｍｍ×９３ｍｍとすることができる。Ｌ字形の発光
管は、長さ２５２ｍｍ、外径２．６ｍｍ、内径２．０ｍ
ｍとすることができる。放電媒体には、キセノンガスと
アルゴンガスとの混合ガス（圧力：約２１ｋＰａ）を用*
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*いることができる。発光管と第２の電極との１つの接触
部の管軸方向の長さは、３ｍｍとすることができる。ま
た、隣接する接触部の間隔は、１ｍｍとすることができ
る。
【００７６】また、第２の電極は、発光管と反射板との
間に配置されていてもよい。そのような光源装置２００
の構成を図２０に模式的に示す。また、線XXI－XXIにお
ける断面図を図２１に示す。なお、図２１には、液晶パ
ネル１７０も図示する。
【００７７】光源装置２００では、発光管２０と反射板
１８３との間に第２の電極２０２が配置されている。第
２の電極２０２は、金属ペーストや導電性樹脂で形成で
きる。Ｌ字形の発光管２０は、支持部材６３で支持され
ている。Ｌ字形の発光管２０の曲がり部分には、第３の
電極２０３が形成されている。発光管２０の外側に配置
された反射板１８３は、発光管２０から発せられた光を
導光板１６１側に反射する。光源装置２００を液晶表示
装置のバックライトとして用いる場合には、図２１に示
すように、導光板１６１上に液晶パネル１７０が配置さ
れる。
【００７８】以上、本発明の実施の形態について例を挙
げて説明したが、本発明は、上記実施の形態に限定され
ず本発明の技術的思想に基づき他の実施形態に適用する
ことができる。
【００７９】
【発明の効果】以上説明したように、本発明の光源装置
では、第１の電極からの距離が異なる複数の部分におい
て第２の電極と放電管とが接触している。この光源装置
によれば、放電が第２の電極近傍に集中することを防止
するが可能である。また、本発明の光源装置は、第２の
電極を発光管に固定する際に収縮チューブなどを用いる
必要がないため、製造が容易であり、発光管を自由な形
状とすることができる。本発明の光源装置は、液晶表示
装置のバックライトなど、さまざまな装置の光源として
用いることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  （Ａ）および（Ｂ）は、それぞれ本発明の光
源装置の一例を示す側面図および断面図であり、（Ｃ）
は光源装置の他の一例を示す断面図であり、（Ｄ）は第
１の電極の一例を示す断面図である。
【図２】  （Ａ）は図１（Ａ）に示した光源装置の断面
図であり、（Ｂ）は他の一例の断面図である。
【図３】  （Ａ）は本発明の光源装置に印加する電圧の
一例を示す図であり、（Ｂ）は電極間を流れる電流の一
例を示す図である。
【図４】  本発明の光源装置を駆動するための点灯回路
の一例を模式的に示す図である。
【図５】  （Ａ）および（Ｂ）は、それぞれ本発明の光
源装置について他の一例を模式的に示す側面図および断
面図である。
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【図６】  本発明の光源装置についてその他の一例を模
式的に示す図である。
【図７】  （Ａ）および（Ｂ）は、それぞれ図６に示し
た光源装置の断面図である。
【図８】  （Ａ）および（Ｂ）は、それぞれ本発明の光
源装置に用いられる拡散板の他の例を示す断面図であ
る。
【図９】  （Ａ）および（Ｂ）は、それぞれ本発明の光
源装置に用いられる支持部材の他の例を示す断面図であ
る。
【図１０】  本発明の光源装置についてその他の一例を
模式的に示す図である。
【図１１】  （Ａ）および（Ｂ）は、それぞれ、発光管
の外部に形成された第１の電極の例を示す側面図および
断面図である。
【図１２】  （Ａ）～（Ｄ）は、それぞれ、発光管の外
部に形成された第１の電極を回路に接続する方法を示す
図である。
【図１３】  本発明の光源装置についてその他の一例を
模式的に示す図である。
【図１４】  本発明の光源装置についてその他の一例を
模式的に示す図である。
【図１５】  本発明の光源装置についてその他の一例を
模式的に示す図である。
【図１６】  本発明の光源装置についてその他の一例を
模式的に示す図である。
【図１７】  図１６に示した光源装置を用いた液晶表示
装置の一例の断面図である。
【図１８】  本発明の光源装置についてその他の一例を
模式的に示す図である。 *
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*【図１９】  図１８に示した光源装置を用いた液晶表示
装置の一例の断面図である。
【図２０】  本発明の光源装置についてその他の一例を
模式的に示す図である。
【図２１】  図２０に示した光源装置を用いた液晶表示
装置の一例の断面図である。
【符号の説明】
１０、１０ａ、６０、１００、１３０、１４０、１５
０、１６０、１８０、２００  光源装置
１３  点灯回路
２０、１５１ａ、１５１ｂ、１５１ｃ  発光管
２０ａ  管
２０ｂ  誘電体層
２１、１１１  第１の電極
２１ａ  金属電極
２１ｂ  誘電体層
２２、５２、７２、１６２、１８２、２０２  第２の電
極
２２Ｐ  接触部
２３  蛍光体層
５３、１４３、２０３  第３の電極
６１支持板
６１ａ  溝
６２  拡散板
６３  支持部材
７２ａ  線状電極
１５１  発光管群
１６１  導光板
１６４  反射層
１７０  液晶パネル

【図２】 【図３】
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【図５】 【図６】

【図１９】
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【図７】

【図８】

【図１７】
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【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１６】
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【図１５】

【図１８】

【図２１】
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【図２０】
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摘要(译)

提供了一种具有高发光效率的光源装置和使用该光源装置的液晶显示装
置。 至少一个电弧管（20），密封在电弧管（20）内部的放电介质，以
及用于激发放电介质的第一和第二电极（21、22）。 第一电极21形成在
电弧管20的内部或外部，并且第二电极22在电弧管20的多个不连续接触
部分中与第一电极21不同。 接触到外表面。
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